基本作業－412　バルブの操作時の注意事項
（１）バルブの大きさや、バルブハンドルの径に応じて過大なトルクがかからないような寸法のハンドル廻しを使用する。
　（２）小口径バルブは、特にオーバートルクとなり易いので用途に応じたものを使用する。
　（３）ハンドル廻しを使用してもバルブが止まらない場合は、弁座間に異物が噛み込んでいたり、弁座面に傷がある等の原因が考えられるので無理に締め付けてはならない。
　（４）ハンドル廻しの使用にあたっては、ハンマー等による衝撃的な使用及び補助パイプの使用を避ける。

　（５）開閉操作が非常に硬く、困難な時は、高温での焼付あるいは低温での氷結等の原因によることも多いので、無理な開閉操作をさけ、充分な状況判断の上で措置する。






































































